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 持続的低収益性のパラドックス（世界有数のイノベーション創出力を持ちながらも持続的低収益）
 持続的低収益性が市場のショートターミズム化を助長し、それがイノベーションに向けた投資の縮小につながり、それにより低収

益性が持続するという悪循環
 長期的なイノベーションに向けた積極的な企業による再投資と、それを支える中長期の視点を持つ投資家からの投

資による中長期的な企業価値向上
 中長期的な視点を持つ企業と投資家との対話による「企業価値」の協創が必要

 資本コストを上回るROEの達成（ROE８％）
 中長期的な企業価値向上という観点から、内部留保の配分や企業による成長投資のあり方について投資家との質

の高い対話

 企業による再投資では、競争優位・イノベーションの源泉となる「無形資産投資」が重要
 投資家ではパッシブ投資やESG投資が拡大
 無形資産投資、ESGへの対応が投資家に「費用」、「コスト」として認識されると、企業価値向上にはつながらない

⇒ 中長期的な企業価値向上のために必要な「投資」であることをストーリーとして説明することが必要
⇒ 企業と投資家の対話の内容（中身）に関する「共通言語」として、価値協創ガイダンスの策定

伊藤レポート2.0／価値協創ガイダンス (2017）

伊藤レポート（2014）

 中長期的な企業価値向上に向けた価値創造ストーリーについてのガイドライン
 企業と投資家をつなぐ「共通言語」
 価値創造の流れの整理（価値観→ビジネスモデル→持続可能性・成長性→戦略→KPI→ガバナンス）
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伊藤レポートから本検討会設置までの流れ






